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平成23年度 第 7回理事会抄録 

 

日時：平成 23年 11月 19日（土）13：00～16：45 

場所：（社）日本作業療法士協会事務所 10階会議室 

出席：中村（会長）、山根、清水（副会長）、荻原（事務局長）、古川、岩崎（監事）、香山、

小林、佐藤、陣内、谷、土井、山本（常務理事）、宇田、苅山、北山、坂井、髙島、

東、藤井、三澤、森（理事）、高木（士会連絡協議会長） 

 

Ⅰ審議事項 

1．平成24年度重点活動項目について（荻原事務局長）前回ご審議いただいた項目、内容

について修正案を作成し、各理事にメール配信したが、特段の修正を求める意見はなかっ

た。メールにて配信した内容で再度提案され、文言の修正を加えた。 →承認 

2．学術誌『作業療法』の平成 24年（第 31巻）の契約について（香山事務局次長）第 30

巻の契約時に各社より見積りを取り、業者を協同医書出版社に決定したが、第31巻の契約

にあたり同社から 2 点の申し入れがあった。1 点は、製作実費の値上がり、人件費を低く

見積もったための契約金の値上げについて、2 点目は、単年度契約を 3 年契約にしてほし

いというもの。学術誌の内容変更に伴いページ数が減ることなどから値上げには応じられ

ないこと、学術誌のスタイルが決まらないので、当面は単年度契約とする。 →承認 

3．生涯教育制度における資格認定審査（試験）の導入について（陣内教育部長）広告可

能な医療職の専門資格名の届出」に向け認定作業療法士制度、専門作業療法士制度の改定

の検討を進めてきた。資格認定審査を行う部署を教育関連審査委員会の中に設置する。審

査料・登録料、領域の追加、更新要件の変更等について意見が出された。監督官庁へ相談

しながら詳細を詰めていく。 →承認 

4．認定作業療法士の認定について（陣内教育部長）更新申請7名、新規申請26名を認定

する。 →承認 

5．訪問リハビリテーション振興会のあり方について（土井常務理事）訪問リハビリテー

ション研究会の提案（すでに理事会で概ね承認）と日本理学療法士協会提案の2案がある。

早い段階で方向性を示す。 →承認 

6．平成24年度作業療法推進活動パイロット事業の選考結果及び関連事項について（宇田

士会担当理事）3件を採択することが提案されたが、審議の結果、2件とする。過去の事業
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が他士会に普及できていない問題を検討し、具体案を理事会に提案する。 →承認 

7．強制退会者の再度入会について（荻原事務局長）再度入会希望者 3 名、未納会費は精

算済み。 →承認 

8．罹災会員・被災会員の会費免除申請について（香山事務局次長）第 4 回原発避難免除

申請者6名 →承認 

 

Ⅱ報告事項 

１．財務関連 1）第45回日本作業療法学会監査・平成24年度協会会計中間監査報告（古

川監事）上半期の達成率の増加、総会5月開催のために事業活動を1月末に終了、会費納

入を 6 月末までに終了するよう PR することの意見が添付された。2)平成 23 年度 10 月末

時点での予算達成率について（香山事務局次長）10 月末現在の達成率をまとめた。3）タ

イのOT協会への寄付について（会長）タイのOT協会に10万円寄付する。 

2．学術部報告 1）学術誌『作業療法』の英語表記Japanese Occupational Therapy Research

（JOTR）について（小林学術部長）英語表記をJapanese Occupational Therapy Research

（JOTR）とする。2）学会運営業者の選定（再提案・再審議依頼）について（小林学術部

長）学会運営業者を公募選定することを了承したが、第 47 回学会はすでに業者と準備に

入っているので、その業者と契約する。学会のあり方として会員だけでなく海外OTRや他

職種により研究を口述・ポスターで発表する場とする。3）学会事前登録システムの構築

について（荻原事務局長）宮崎学会から事前登録についてのみ協会事務局で行う。 

3．日本リハビリテーション教育評価機構について（中村会長）学校評価をする機関の設

立準備をしている。12月理事会までに資料を揃えて審議する。 

4．制度対策部関連 1）居宅療養管理指導への提案（11/11、16：老健局老人保健課、振

興課）（土井常務理事）2）訪問リハビリステーションの創設（11/4：民主党医療・介護WT

ヒヤリング）（会長）3）5団体の2012年診療報酬改定要望（11/10：保険局医療課）（会長）

4）障害福祉サービスの報酬改正等に関する要望（11/15：JDD ネット）（三澤理事）5）児

童福祉法に基づく指定障害児通所支援の事業人員、設備及び運営に関する基準案等に関す

る意見（11/16：社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課）（三澤理事）6）チーム医療等

における作業療法の諸問題（11/17：民主党医療・介護 WT チーム医療小委員会）（山本制

度対策部長） 

5．国際部の平成 24 年度事業計画の課題について（佐藤国際部長）平成 24 年度の事業計
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画を立てるにあたっての課題をまとめた。 

6．災害対策本部関連（香山災害対策担当理事）1）JDD ネット福島委託支援事業における

交通費上限設定に関するお願いについて 交通費の上限を4万円とする。2）福島県南相馬

市への支援準備について 10月 18日調整を行った。12～3月までを第1期として募集。3）

「被災者の心のケア事業」（社会・援護局精神・障害保険課）への対応について 岩手、宮

城、福島の3県と厚労省との調整が進み、作業療法士については福島県の4市町村から希

望が上がってきている。 

7．渉外活動報告 文書報告 

8．代議員選挙投票用の ID/PW 発行・発送に係る事故と対処について（荻原事務局長）投

票用ID・パスワード送付に際して事故が発生したため、選挙日程を変更する。 

9．その他 中村会長：11月 16日チーム医療推進方策検討ワーキンググループ会議が行わ

れた。 

 


